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本に親しむ中原小っ子へ ～学力の基礎は読書～ 
 ６月１９日（月）地域の学校支援ボランティ

アの方の読み聞かせがありました。各教室でそ

れぞれ選んでいただいた本を読んでいただきま

した。楽しい内容の本、少し寂しい本、考えさ

せられる本、それぞれの本の魅力を十分に感じ

たところでした。中原小では、６月を読書月間

として位置づけ、地域の方々の他に、教職員も

読み聞かせを行っています。本に親しむ機会を

設けることは、大人として子どもたちに残して

あげられる財産の一つではないかと思います。 

学校教育目標： 
心身ともに逞しく、主体的にねばり強く学び、思いやりのある児童の育成 

米作り（４年） 

４年生の米作りでアイガモの放鳥を行
いました。地域の方に支えられ、長い間続
けてきている学習です。テレビ放送もあ
り、市の広報誌の表紙にも掲載されまし
た。食の大切さ、命の大切さを学んでほし
いと思います。 

 

「友達のいいところを探そう」 
全校朝会より 

７月３日（月）全校朝会を行いました。最初に６月の運動

場に落ちていたゴミを見てもらいました。前の月に比べ

て、少し減りました。きっと心がけてくれた人がいた結果だ

と思います。でも、まだまだゴミはあります。同じようなゴミ

があるので、きっと同じ人が何度も捨てていっているのだ

と思います。みんなで声を掛け合って、ゴミは捨てないよう

に言ってください。 

６月にお話ししたことは、 「ありがとうのあふれる学校

にする」でした。担任の先生がプリントを配ったときや友達

が助けてくれたときに「ありがとう」と言っている姿を何度も

見ました。そんな中で、校長先生がありがとうと言いたい

学年は、６年生です。その中でも特に登校班長さんたちで

す。班長さんが、大きな声であいさつをすると下級生も同

じようにあいさつをしてくれます。中には、帽子をとってくれ

る人もいます。下級生が２列になると、注意してくれたり、

一緒に歩いてくれたりしています。みんなの命を守ってく

れて、みんなが元気に登校できるようにしてくれて「本当

にありがとう」。 

いよいよ７月に入りました。１学期も今日を入れてあと１

３日です。７月は、「友達のいいところを見つけよう」です。

残念なことに、友達にいやなことを言った、たたいてけん

かしたなど、あまりよくないことが起こっているようです。み

んな一人一人必ずいいところがあります。みんなでいいと

ころを見つけて、褒めてほしいと思います。 

つぶやき 
 毎月の保健だよりでも紹介しましたが、月

曜日の欠席率、保健室来室数がとても多いの

が気になります。私たち大人も月曜日はなん

となく気分も乗らないものなのかもしれませ

んが、やはり前の日の過ごし方には気をつけ

てほしいと思います。特にブルーライトを浴

びすぎると十分深い眠りができないとも言わ

れています。１学期も残り数日です。元気いっ

ぱい頑張ってほしいです。 


